
校内 県 全国 校内 県 全国

68 67 63.8 69 67 66.6

76.7  76.0  72.3  63.6  64.1  63.2  

61.0  57.0  54.5  60.2  52.0  52.9

86.4  83.8  81.7  78.5  77.1  76.7

56.4  57.1  53.5  69.6  68.2  68.3  

63.7  60.6  57.6  

76.7  76.0  72.3  65.2  62.8  62.2  

61.0  57.0  54.5  74.8  74.4  73.6  

86.4  83.8  81.7  69.1  69.1  70.1  

56.4  57.1  53.5  

80.3  77.9  75.1  75.3  75.7  75.7  

50.4  52.2  48.7  73.7  74.2  72.8  

63.7  60.6  57.6  53.7  47.3  47.4  

（２）単元末テスト結果から　　平均８7点以上の割合（全校集計）　

1学期 2学期 3学期 1学期 2学期 3学期 1学期 2学期 3学期

60% 49% 22%

40% 63% 39%

66% 72% 40%

63%

２．学力向上推進計画（学力向上の具体的な取組について）

（１）　学校評価の結果から改善事項を共通理解して進める

　

学年 学年

１年 １年

２年 ２年

３年 ３年

４年 ４年

５年 ５年

６年 ６年

（３）小中一貫教育を通した授業力向上と校内研究体制の充実による授業改善

（４）ＰＴＡと連携・協働して家庭学習の定着を図る～家庭学習改善～

〈改善方策〉

7

（２）補充学習を強化する【ほうふタイムや家庭学習】について　   　　          各学年で毎月点検・反省して見通しをもって計画的に進める

選択式

短答式

記述式

　
　

思考判断

技能

２　学習規律の徹底 3　家庭学習の習慣化

国語 算数

問
題
形
式

言語

理科

問
題
形
式

読むこと 図形

話す・聞く能力 数学的な考え方評
価
の
観
点

数量や図形についての技能

算数への関心・意欲・態度

評
価
の
観
点

記述式

選択式

短答式

国語への関心・意欲・態度

数量や図形についての知識・理解

全体 全体

学
習
指
導
要
領
の

領
域
等

伝統的な 言語文化と 国語の特質に 関する事項

書くこと

話すこと・ 聞くこと 学
習
指
導
要
領
の

領
域
等

数量関係

量と測定

令和元年度後期　豊　府　小　学　校　学　力　向　上　プ　ラ　ン

１．学力の現状①【全国学力・学習状況調査結果概要より（令和元年４月実施6年生）】から　　青枠は全国・県を上回った項目  赤枠は下回った項目

国　　　　語 算　　　　数

平均正答率 平均正答率
区分

分
類

区分
分
類

「国語」の結果について
○全体正答率は、全国・県を上回っている。領域・観点別で
は『話すこと・聞くこと』『書くこと』『読むこと』はそれぞれ全
国・県を上回っている。『伝統的な言語と文化と国語の特質
に関する事項』は県平均を－0.7％下回っている
●正答数分布グラフより、正答数８～１４問の層が多く、定着
状況が高い児童が多い傾向にある。しかし０～７問の層（特
に６問）の割合が高いことから、定着状況に差が見られる。
〇正答率の高さを見ると、『言語事項』以外は、全国・県と似
た傾向にあり、特に優れているということはないが、高い数
値で定着していると考えられる。
●領域・観点別の比較によると『書くこと』の数値が高い。言
語事項』の数値は県をやや下回った。（0.7％）これは「たい
しょう」「かぎらず」の漢字の正答率が10％以上低かったこと
による。
〇『書くこと』の目的や意図に応じて自分の考えの理由を明
確にしてまとめて書く問題が40.7％と他の項目より低いが全
国・県より10％以上高かった。
「算数」の結果について
○正答率は69％、全国を2.4％、県を2％上回った。
〇領域別でみると、全ての項目で全国を上回ったが、『A数と
計算』領域のみ県を0.5％下回った。
●A領域の中では、式の意味理解を問う問題や加法・乗法・
整数・小数などが混合した計算の正答率がやや低い。
〇観点別に見ると『知識理解』のみ全国を1％下回った。県
平均はすべての項で上回っている。
●正答数分布を見ると、１４問中１２問以上の正解が35.8％
と高い割合である。６問以下は全国より3.2％少ないが、２問
以下が4.9％と全国より多く低学力層の児童が一定数いるこ
とがわかる。

数と計算

言語についての知識・理解・技能

読む能力

書くこと能力

１　授業における交流と振り返り

話す・聞く

書く

　国語の「書く」、算数の「考え方」、理科「思考判断」に対策が必要である。

知識理解読む

技能

知識理解

考え方

ほ
う
ふ
タ
イ
ム

家
庭
学
習

強化していく点（朝の活動 25分/10分）

基礎・基本の反復学習　活用力の向上　（国語αドリル・算数スイッチオン）　

基礎・基本の反復学習　活用力の向上　（国語αドリル・算数スイッチオン）　

基礎・基本の反復学習　活用力の向上　（国語αドリル・算数スイッチオン）　

基礎・基本の反復学習　活用力の向上　（国語αドリル・算数スイッチオン）　

基礎・基本の反復学習　活用力の向上　（国語αドリル・算数スイッチオン）　

基礎・基本の反復学習　活用力の向上　（国語αドリル・算数スイッチオン）　

①各学年部による家庭学習（宿題+自学）の保護者・地域（育成クラブ）協力の促進（丸つけの仕方を、学校・家庭・地域で揃える）
②「家庭学習のすすめ」(南大分小と共通)の家庭学習時間の把握　　③生活改善　　④通信などで学習の紹介（取り組み方）と学習時間確保の意識
啓発

強化していく点

家庭学習の習慣化・定着　自主学習

家庭学習の習慣化・定着　自主学習

家庭学習の習慣化・定着　自主学習　

５０分の家庭学習時間の達成　週末課題　自主学習　

６０分の家庭学習時間の達成　週末課題　自主学習　

７０分の家庭学習時間の達成　週末課題　自主学習

・「板書交流会」「明日に役立つ〇〇研修」を通して、より良い校内実践に学び、日常の授業の改善を図る。
・学力向上支援教員（南大分小）との協働と、小小での算数学力向上策、指導方法の工夫の共有。
・年2回の合同研修会と部会研修を通して、学力と家庭学習の状況の分析と授業改善の方向性の確認。

①②③　継続
小中一貫教育で取り組みの連携を強
化し、学力向上部会を通して各校の
実践や実態の交流をする。
生活ノート等に保護者の認めを必ずも
らう。（家庭学習と連動）

①学年や児童の実態をふまえ、宿題の出し
方・量・内容を工夫し、自学の取り組みと内容
の充実を図る
②児童・保護者へ、家庭学習の意義や家庭
学習のとらえ（宿題＋自学）、取り組み方、学
年に応じた時間の設定理由を再確認する
➂南小と共通の「家庭学習のすすめ」を配布
し説明。懇談会通信などでも声かけを続け
る。

①②③　継続
「めあて・課題・まとめ・振り返り」と
「交流」を意識した授業に継続して取
り組む。
※「習熟度・少人数・TT等、算数での
授業形態の工夫」にさらに取り組む。

　　　　　　　　（今年度の重点）

➀課題やめあての設定
②交流の場の設定
➂振り返りの場の設定

➀生活ノートの活用
　（保護者の認めを必ずノートにもらう）
②開始時刻の順守
➂学習への積極性

➀宿題の出し方の工夫
②目標家庭学習時間の達成
➂家庭学習の習慣化

Ⅱ 「ほうふタイム」・「家庭学習」等の充実を図る。（全学年 共通のドリル教材の活用） 

     今 後 に 向 け て 強 化 し た い 点        （１学期の反省をもとに、具体的な取り組みを決定）                     太字は重点項目 

６．学力向上 


